女性の生涯スポーツ活動実現に向けた生活環境に関する考察―本学バレーボール・サッカー部員の生涯スポーツに関する調査から― by 森田 昭子 & 加藤 朋之































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の助言体育の科学 9 pp771-774 
4)木村吉次(1984)生涯スポーツと学校体育 現代





日本体育協会 pp 9 -13 
7)粂野豊ほか(1998b)生活の中のスポーツ 地域
スポーツ指導者共通科目教本I1 日本体育協会
pp 9 -14 
8)松田義幸(1982)生涯スポーツの生活化に向けて
現代余暇の社会学 誠文堂新光社 pp193-229
9)森田昭子他(1998)運動部経験が「生涯スポーツ」
に与える影響 東京女子体育大学紀要第33号
10)佐伯聰夫緬(1984)現代スポーツの課題と展望
現代スポーツの社会学 不味堂 pp273-309
11)佐藤臣彦(1993)身体教育を哲学する
12)島崎仁(1998)スポーツに遊ぶ社会に向けて一生
涯スポーツと遊びの人間学ー不昧堂
13)高橋和敏ほか監修(1989)生涯スポーツの時代
データとグラフでみる社会体育 1
東海大学出版会
14)横田澄司(1977)深層面接調査法新評論 pp90-
94 
注釈
注 l)石川の概念の区分を取り払った生涯体育・ス
ポーツをこれ以降、生涯スポーツ活動とする。
注2) この教本は、文部省のスポーップログラマー
1種、 C級スポーツ指導員、少年スポーツ指
導員の資格認定用に使用されている。
注3)この点については、加藤1998で考察している。
注4) ただしケース 3のBも生涯スポーツの手段的
側面に触れており、的確な回答としてAとC
のどちらでも含めた。
注 5)将来志向型以外および生涯スポーツ実践志向
以外の者の「家族からの影響を受けた・受け
ない」の比率もほぼ同じであり相関はないと
考えられる。
注6) ここでは触れていないが質問項目の中に「あ
なたの家族はスポーツを学ぶこと（体育大学
へ通うこと）にどのような感想を持っていま
すか。」というものがあり、指導志向者の記
述に家族のスポーツ実践からの指導期待が多
くあった。
